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1は じ め に
今般モスクワにおいて大黒屋光太夫の手 になる日本図が2枚 発見 され
た注1。従来光太夫筆 日本図はゲッチンゲンの3枚 が知 られており注2,他に
さらに1枚 があるのではないか と考えられていたが注3,それ とはまった く
予想外に今回の2枚 が現われたのである。
筆者はさいわいモスクワの新出図2枚(ロ シア軍事歴史古文書館所蔵)
のフィルムを根室市博物館開設準備室の川上 淳氏より提供され,か つまた
うち1枚 の拡大コピーを秋月俊幸氏よりいただ き,こ れらを見ることがか
なった。一見 してゲ ッチンゲンの3図 と同図 と認められる注4。後述するが
モスクワの2図 はともに大黒屋光太夫の手になるもめ と考えてよい注5。
さてそれでは,か かる2図 はゲッチソゲンの3図 とどのような違いを有
するのであろうか。あるいは同じなのであろうか。本稿はこの点につき,写
真から読みうるかぎりにおいて,究 明する試みである。原図について精査す
ることが基本であるが,そ して最終的には原図につかなければならないが,
上記の問題についてのおおよその答えは出しうるであろう。
以下本稿では上記5図 につき,次のような略号を使用 して論 を進める。
1.在モスクワ ・ロシア軍事歴史古文書館所蔵 Φ.451,0n.1,耳eno
19,JI.1
2.同 Φ.451,0n.1,丑eno18,JI.1
3.ゲ ッ チ ン ゲ ン 大 学 図 書 館 所 蔵Asch284
ー
?
?
?
?
?
?
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4.同Asch285
5.同Asch286
?
?
?
?
?
2M1・M2の 概観
M1(写真1参 照)は 新聞によれば注6大きさが縦60cm,横120cmとあ
る。M2(写真2参 照)に ついては未詳だが,写 真に写 ったメジャーから料
紙全体の大きさが縦62cm,横122cmほどと思われるから,M1とほぼ同 じ
大きさであろう。(cf.G1(写真3参 照)65.5×126.5cm,G2(写真4参 照)
64.5×137cm,G3(写真5参 照)66×124cm).なおM1・M2と もに補
修されている。M1は中央で2枚 に切断され,M2は全体が3等 分に切断さ
れて裏打ちがおこなわれてお り(従って各切断箇処 にす き間あ り),M1・
M2と もに裏打ちの紙が各端に折 りかえされて糊づけ られている模様である。
以下写真によって略述する。M1は黒の子持ち枠の図郭を有 し,左図郭外
下に次のような光太夫の署名をもつ。(以下引用の日本文は縦書 きから横書
きに体裁を変更する。また漢字はおおむね通行体による。)
大 日本伊勢國白子大黒屋光大夫 囮 ㊥
光太夫の 〈太〉は 〈大〉字。角印は 〈知〉の1字,丸 印は 〈忠和〉 とあ り,
ともに黒印。さらに下の図郭外右下に次のようなロシア文字の書き込みが見
えるが,写真では一部判読不能である。
[-;1791竺18□A;nax・M…,＼
第1の 空 所は 〈AiSnaii>のように見 え るが,頭 字が不鮮 明 であ る。 第2の
空 所 は ふた か た ま りで,前 半 は 〈ro>のよう に見 え な くもない。 後 半 は
〈Jlap>のよ うに見 えるが 〈Map>であ ろ うか。全体の文 意の正確 な こ とは
今ひ とつ判然 としないが 〈製 作。1791年3月(?)18日。 ラクスマ ン。〉の意
であ ろうか。(〈A;〉は不 明 として お く)。こ こでは とるべ きは1791年で あ
り,こ れが本図の製作年 と推定 され る。(cf.G1は〈天明九酉歳七月廿八 日〉
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すなわち1789年7月28日,G2は〈天明十壱年三月下旬〉すなわち1791年
3月下旬,G3は 〈天明拾壱歳参月吉 日〉すなわち1791年3月吉 日の,そ れ
ぞれ年紀を有する)注7。ここにはラクスマンとあるが一 むろん これはキ リ
ル(=エ リク)・ラクスマンー この図の製作者は彼ではな く光太夫である
が,何 らかの理由で光太夫の庇護者であ り,ペテルブルクに連れてきて くれ
た当のラクスマソの名が記されていると考 えられる。
さてM1は 海が うす緑色に塗 られているのが印象的である。陸地や国を
黒の細線でまず描 く。海と陸の境はやや濃いめの青緑でふちどりされる。 日
本全体は地の白のままであ り,国境いはオ レンジ色の線を重ね る(と きに
緑)。各城下町の城のスタンプが捺された上で朱か黄が塗られる(無 色ある
いは緑もあ り)。大坂 ・若山 ・名古屋 ・府中 ・江戸は上記スタンプを組みあ
わせ城の数をふや しかつ石垣を書きこむ。津軽八方外ノ浜注8は黄色に塗る。
(ママ)
各国 ・各城下をまず漢字あるいは仮名で表記 し,それぞれの読みをロシア文
字で併記する。時にロシア語文による説明も存する。図中央上にある方位標
は二重の杓型 で上部に 〈比〉=北とあ りさらに 〈H>字を付す。(cf.G1・
G2・G3ともに方位標 と 〈比〉字をもつが,G1のみがさ らに 〈N>注9字を
有する)。M1は他図に比 して粗雑の感を与 える。急いで描かれたのであろ
うか。海の色の塗 り方がていねいではなく上 ・下 ・左枠に近 く塗 り銭 こしが
あ り,さらに上枠右外へ色がはみだ している。全体 として海の色にむ らがみ
られる。 さらに日本図の右半分の 日本文字には汚れがあって,あ たか も書い
た直後の墨が乾かぬ内に手でこす り汚 したごとくである。左上隅の子持ち枠
が左端迄つきでてしまっている。M1・M2と もに裏打ちされていて(又,
写真 もな く),裏に何が書かれているか否か今のところ未詳である。
M2は朱の太い一重枠の図郭を有するが,朱 は変色 し,しかも枠が料紙い
っぱいに捕れているために裏打ちの返 しに一部重なっている。図郭内右下 に
次のような光太夫の署名 ・年紀を有するが,一部破損 している。
天明拾壼歳参月下旬注10
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圃 ㊥
大 日本伊勢國白子大黒屋光大夫
(花押)注11
光太夫の 〈太〉は 〈大〉字。花押は 〈光大夫〉。年紀の右下すなわち図全体
の右下偶,図 郭のす ぐ上に次の文字がみえる。ペン書 きであろうか。〈D>
の後,〈St>の後にピリオ ドな し。
A.D1791
StPetersburg
(さらにラテン文字上方 にさかさまに 〈18>のエンピッによる書き入れがあ
る。むろん後のものであろう。)これらから本図の製作年月 日は1791年3月
下旬である。M2は保存状態が悪 く,全体に料紙が黄変 している。破損箇処
も多いが,あ まり図や文字はそこなわれていない。陸地や国を黒の細線で描
き,海 岸線 を青でふち どる。国境いは朱線を重ねる。城下町の表示法は
M1に同 じ。津軽八方外ノ浜 も無色。地名等はすべて漢字 ・仮名のみでロシ
ア文字の表記やロシア語の説明文を一切 もたない。だが,今 日の大阪湾に
〈A>と,同じく伊勢湾奥に 〈B>のラテン文字大文字(ペ ン書 きか)を 有す
る。 この2文 字の存在がM2の 最大特徴である(後述)。G3もロシア文字
表記等を有さなかったが,地 名の日本表記はM2よ りも仮名にかたむいて
いる点がことなる。今日の朝鮮半島の地名に手のこす りによる墨の汚れあ
り。
3文 字の書き手
M1・M2の 文 字 の書 き手 に つ き言 及 して お く必 要 があ る。 よ り単 純 な
M2か ら記 せば,そ の漢字 ・仮名文字 はすべて光 太夫 の手であ ると判断 され
る。 ラテ ン文 字の 〈A.D1791/StPetersburg>および 〈A・B>の 記 号は光
太夫 ではな くロシア人等 によ るであ ろう注12。二者が同一人 物 によるか否 か
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は不明である。
M1の文字すべてが光太夫に属すると筆者は考える。地名等の漢字 ・仮名
は言 うに及ばず,そ れらのロシア文字表記やロシア語説明文も光太夫であろ
う。表記の詳細は次節で とり上げるが,ま ず第一に全体の印象が似ているこ
と,さ らに地名の表記等のうしろに本来無用のコンマを付すこと一 光太夫
は帰国後に書いたもので もロシア文字の うしろには必ずピ リオ ドを打つ
一 ,そ して何より次のような 〈∬〉と 〈p>の綴 り誤まりはロシア人にあっ
て考え得ぬことであり,第一に光太夫に属すると考えるべきであろう。今 日
の隠岐ノ島と島根半島間に 〈ちかし〉 という距離の注記が書かれているが,
ここには 〈6PHCKO>とロシア語が付されている。正 しくは 〈6皿3KO>と綴
るべき語であ り一 〈-CKO>と〈-3KO>は問題にせず。単なる同化による
発音的綴 り一 ここで 〈n/p>を混同しているのである。なお,こ の距離の
注記は他図G1・G2・G3およびM2に も存 しないことにも注意せよ。(短文
レベルの問題は下 で言及す る)。次に図郭外 にあるロシア文,〈恥na□:
・… 」laKCMaHb.〉だが,こ れも筆者は光太夫の手 と考えたい。これ こそ
原図によって全体の読みと字様を観察 し確定 しなければならないが,今 のと
ころ光太夫 とみな したい。字様の相似が第一だが,冒 頭の くほ加a齢 は
〈AbnaJiS>の意味ではなかろうか。動詞の体の可否は別 として,過 去形を
命令形で言っているのではなかろうか。『北瑳聞略』巻之十一 〈言辞〉中に
次のような同様の例がある。
ヲデハ イ 休んだ[o双HxaTbの命令形onblxatiを日本語過去 形に充
当。]
繰 り返すが,M1の 文字はすべて光太夫に属すると筆者は見る。
4M1の 特徴
それ では一体 どの ような点 でM1な りM2な りがG1・G2・G3に 比 して
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独 自性 を有す るのであろ うか。
かつ て筆者 はG1か らG2とG3が 描 かれた と説 いた注13。(従ってG1を
基 準 として考 え るの が順当 であ ろ う。)M1も おそ ら くG1と もっ とも密 接
に結びつ くと考 え る。G1は 海 を淡 い青 で塗 りつ める。方位 標上方 に ロシア
文 字 〈H>を もつの もG1に 似 る。 しか し仔細 に検討 す ると,内 容的 に次の
2点 がG1と は こ とな って い るので あ る。 これ がすな わちM1の 特 徴 であ
る。
1)ロ シア語 による説 明文 がG1と は別の土地 に付 されて いる。
2)陸 地間の距離 を示す注記 がG1よ りも増加 して いる。
さ らに,前 節 で述べた ご とく,ロ シア文字 も含 めてM1全 部 が光 太夫 に よ
って描 かれ書 かれた とい う こともM1の 特 徴の第3と して言 って お かなけ
ればな らない。
1)につ いて詳述す る。M1に おいてかか る説 明文 は27存す る。(こ れに対
しG1は11,G2は8)。 む ろん 以下 で示す通 りG1等 に共通 する もの もあ る
が,多 くは新規 に付 された ものであ り,後 述 するように主 に各地 の産 業に 目
が 向け られ ている と考 え うる。写 真では判読 困難 な もの があ るが,次 にその
全文 を掲げ よう。光太夫 の綴 り ・句読 法のままを原則 とし,一 部語 の切 りは
な しを行な った上で直訳 ない しおお よその意 を[]内 に示す。文法的誤 り
や語の綴 りの誤 りが頻 出 し,か つ構文 として も判断 に迷 うもの もあ るが,い
ち いち訂正す るこ とは困難 かつ不可能 ゆえにこれ を行な うこ とは しな い。初
め に通 し番号 を付 して,通 行 の地名 を示 し,つ いで光太夫の ロシア語 による
説 明文 を 〈:〉以下 に示す こ ととする。つ いで 〈*〉以下に他図 との比較 を
簡単 に記す。
1薩 摩:callyMa3nbcbpacTeTsKpacHoe丑epeBo.ロepeBoy
KoToParoKo)KH,Hanono6ie,KoHcKaroBonoca[ここには赤 い木が生
え,そ の木の皮は馬の毛の様だ。]
*G1・G2に な し。
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2肥 前:xH3eHちnbna}oTsabapabopoByKonocyny[陶器 が 作 ら れ
る 。]
*G1・G2に な し。
3唐 津:KapaTo3nbcbYMeroTb丑 もnaTbdiapΦopoByK)nocy貝y
[こ こ で は 陶 器 が 作 ら れ う る 。]
*G1・G2に な し。
4対 島:llylllllMaHacMsocTpoBtSfinoHcKoti,nepeBoT・IHK5[こ
の 島 に 日 本 の 通 訳 が い る。]
*G1・G2に な し。 こ の 通 訳 は 朝 鮮 語 通 事 で あ ろ う か 。
5下 関:cllMoHocHKIIBscetiroponsraJlaHllblnpue)KaK)Ts.[こ
の 町 に オ ラ ン ダ 人 が や っ て 来 る 。]
*G1・G2に な し。 こ の 記 事 は 長 崎 に 付 す べ き も の で,誤 りか 。
6備 前:6H3eHbnbnaioTsΦapΦopoBylonocyny.[陶 器 が 作 ら
れ る 。]
*G1・G2な し
7四 国:CHKoKYHaceMsocTpo昨no皿aJ(HMaJlaropocTy,
06b6ne3bs{HbiManaropocTynocKopoyileTcfl,caMaxqllcTaficoJlbH
MHoro,TaK)Ke㏄TbpH6a(Ka耳yo月noHc董《oeHa3BaK)T'b)HnapaconM
AeJlaK)TE・.[この 島 に は 小 型 の 馬 が お り,小 型 の 猿 は た ち ま ち 芸 を 覚
え る 。 純 度 の 高 い 塩 が 沢 山 あ り,又 日 本 名 カ ッ ヲ と い う 魚 も い る 。 又
傘 が 作 ら れ る 。]
*G1・G2な し
8丹 羽:TaM6a3nbcbntSnaKoTsTaBTypa3HaropmbTyToJTbKo
6bnarOIIBtSTyHeniSllaKOTS[ここ で は 様 々 な 色 の 琉 珀 織 が 作 ら れ る 。
白 い 色 の もの だ け は 作 られ な い 。]
*G1・G2に な し。
9丹 後:TaHry3nbcbnbna}oTbMaTepianonoBllHameJIKoBblH
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na6a.[ここ で は 絹 と 木 綿 半 々 の 生 地 が 作 られ る 。]
*G1・G2に な し。
10山 城:兄MacHpo3nbcbponllTcflrocynapeBHort6yMarHMHoro
BceKoHBcelHHblnoBonbHo[ここ で は キ ワ タ が で き る。 あ ら ゆ る も の
が 豊 富 に あ る 。]
*G1・G2に な し。
11琵 琶 湖:03epo[湖]
*G1は 〈水 海 〉 の み 。G2に 〈水 海MH30yoMH.03epo[湖]〉 と
あ る 。
12竹 生 島:ocTpoBsHao3ePe51noHcKastuePbKoBbBooHYK)
xonfiTSMy・1皿m1H[湖上 の 島 。 日 本 の 教 会 が あ り,そ こ へ は 男 だ け が
行 く。]
*G1に 〈ocTpoBHao3ePeTyTsmoHcKaHuPKoBbBxonfiTonHe
My皿llHbl[湖上 の 島 。 そ こ に は 日 本 の 教 会 が あ り,男 だ け が 入 れ
る。]〉,G2に 〈HaocTpoBもceroo3epaxpaMBsKoHonHHMyllPIHbl
XOＬV{T5.[この 湖 の 島 に は 神 殿 が あ り,そ の 中 へ は 男 だ け が 行
く。]〉 と似 た 記 事 あ り。
13大 坂:ocaKarocynapeBsnBopem,[王 の 宮 殿]
*G1に 〈公 坊 様 明 城rfipBsnpocTollnoMb[国王 の 住 ん で い な い
館 。]〉,G2に 〈nBopeqs[宮殿]〉 と あ る。
14大 和:flMaToqail6yMarana6yntSllaK)TsnaxsMHoro[茶,
紙,綿 織 物 が 作 られ,漆 が 多 い 。]
*G1・G2に な し。
15和 泉:H3yMtiBcery6PHiflynpa)KHaercHo叩Hy「oToBneH油
BmlaBonKHHpa3HblxsHanHTKo昨[全県 が 酒 や あ ら ゆ る 飲 み 物 の 製
造 を 行 な う 。]
*G1・G2に な し。
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16紀 伊,和 歌 山:KHHoKYHHBaKa兄MaBeJIIIKoeMHo)K㏄TBo
llllTpoHoB5,TaK)Ke30JloTbmCepe6peHHbleMb凪HHe)Kelle3HblHpy以bl,
HacnbnHuKHrocynapcKifl,[大量 の ミ カ ン 。 ま た 金,銀,銅,鉄 の 鉱
山 あ り。 国 王 の 後 継 者 た ち が い る 。]
*G1の 紀 伊 国 に 〈3necbHpYnoKonblH30Bonbl[ここ に 採 鉱 場 も あ
り。]〉,ま た 和 歌 山 に 〈3aHeHMeHIIeM5yr加;HacnenHmKanaers
OHOHKOMaHnHPsCblHa[なん と な れ ば そ の 大 名 が 自 分 の 息 子 を 将
軍 継 嗣 と し て き し 出 す 。]〉 と あ り,G2の 紀 伊 国 に は 〈3鵬Cbpy凪o-
KOIIHhle3anonbl.[ここ に 採 鉱 場 あ り 。]〉,ま た 和 歌 山 に
〈pe3HneHui'fi.[城館]〉 とあ る 。
17新 宮:cHHry3nbcb㏄Tbpa3HblHHa皿TKII.[こ こ に は 種 々 の
飲 み 物 が あ る 。]
*G1・G2に な し。
18越 中:eTqy3nbcbnbna}oTsneKapcTBy.[こ こ で は 薬 が 作 ら
れ る 。]
*G1・G2に な し。
19名 古 屋:HarofiHacllBlu{HKHrocynapcKie[国王 の 後 継 者 た ち
が い る 。]
*G1の 尾 張 国 に 和 歌 山 と 同 一 の 将 軍 継 嗣 の 記 事 が あ り,G2の 名
古 屋 に 〈pe3Hn.[城館]〉 の 略 記 が あ る 。
20尾 張:oBapH3蜻cbpo凪vaTcfiHano貝06HepocKaroopexa
mapo・mHcKaHIIIIIeHa[ここ で は ロ シ ア の ク ル ミ に 似 た 木 が は え,イ
ネ が で き る 。]
*G1・G2に な し。
21高 田(越 後 ノ):TaKaTaBscetio6nacTllnbnaK)TscaMoeqeH-
HoellonocKK)cMeHBcffKaroIIBiSTYHIITKII[この 地 方 で は あ ら ゆ る 色 の
糸 を ま ぜ た 最 高 に 高 価 な 稿 織 物 が 作 ら れ る 。]
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*G1・G2に な し。
22府 中(駿 河 ノ):abYiryrocynapeHbnBopeus.oTbgnano
ΦYiry.40BepcTb.[国王 の 宮 殿 。 江 戸 か ら府 中 迄40露 里 注14。]
*G1に 大 坂 と 同 じ く公 方 明 城rfipBsnoMsnpocToll>の記 事 あ り。
G2な し。
23江 戸:3norocynapfipiS311neHqie,[国王 の 城 館]
*G1江 戸 に 〈公 坊 様Ky60caMarfipb[国 王]〉 とあ り,G2江 戸
に は 〈公 坊CTonllgHbitaroponsEno.[首府 江 戸]〉 と あ る。
24伊 豆 七 島:Va3y-HoHaHacllMaHacertocTpoBonpll3bma}oTb
BsCblllKY[この 島 へ 流 人 が 送 られ る 。]
*G1に な し。G2に 〈nnHccblnomHblxslllonenMy;KecKanoJry.[男
性 流 人 の た め(の 島)]〉 と あ る 。
25八 丈 島:xaqH30iba6pmKIITaabTfiHblCaMaslXOPOmiHllBOCnbl
He6blBaeTS,[最上 の 琉 珀 織 の 工 場 が あ る 。 痘 瘡 が は や ら な い 。]
*G1に 〈npe60raToHocTpo肌neＬal()T5;KHTe"HJlyTqHeΦaH3HH
HaponsnpHro)KeHocllblHuKornaHe6blBaerE)[非常 に 富 ん だ 島 。 住
民 た ち は 最 上 の 絹 織 物 を 作 る 。 人 々 は き れ い で,痘 瘡 は 決 して は や
ら な い 。]〉,G2に 〈)KHTenHmbnaK)TscaMyroJiYi皿yoΦaH3y.Ha
OHOM'bOCIIblHe6HBaerる.[住人 た ち は 最 上 の 絹 織 物 を 作 る 。 こ の
島 で は 痘 瘡 が は や ら な い 。]〉 と あ る 。
26津 軽 八 方 外 浜 注15:gyrapy,axno,coToHoxaMaBH』 【HKII
くママラ
neCOKb,[広大 な 砂 地]
*G1に な し。G2に 〈HycTasluelllaHHaslcTpaHa[何も な い 砂 の 国]〉
とあ る 。
27羅 刹 国:paceqyKoKyacynailPHcblnaHoT[bB5cblnKo)KeH'
田UH5[船 で 女 の 流 人 が 流 さ れ る 。]
*G1に くHaoHoMsocTpoBy)KeHcKollnonSaMy)KecKaHerb[この
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島 は 女 ば か りで 男 は い な い 。]〉,G2に 〈OcTpoBsnnHccblllolllHblx5
)KeHlllHH5.[女の 流 人 の 島]〉 と あ る 。
以上27ヶ所のロシア語による記号のうち,G1・G2の一方 とで も内容が重
な るものは11・12・13・16・19・22・23・24・25・26・27の11ヶ所では
あるものの,こ れらは将軍に関するものや,そ の土地のいわば地誌的説明で
ある。 これに反 し,M1で新たに加えられた記事は各地の産業を簡潔に述べ
ていることは明らかである。G1・G2においてはむ しろ日本周辺の島や陸地
に伝説的記事が付されていたのだが注16,M1はむ しろ日本国内の実際的記
事を採用 しているとみることができる。 これがM1の 一つの特徴点 と言え
るのである。
次に2)の問題に移る。光太夫に日本図を描かせたロシア側は彼の船頭 と
いう職業に目をつけてか,陸地間の距離一 「船から見れば地方への距離一
を図中に注記せ しめた。この注記は5図 中で最大17ヶ所であるが,こ の う
ちM1は15ヶ所,M2は9ヶ 所,G2も 同 じく9ヶ所,G1は4ヶ 所(ロ シ
ア語のみ5ヶ 所),G3はまった く無 しという順である。 この距離の注記の
多さがM1さ らにM2の 特徴の第2と 言 えるであろう。次表はその対照表
である。欄中に日本語を引用 し,対応のロシア語がある場合は表外に一括 し
て引用する。なお言うまでもないが,現実の地理 と合致 しない場合があるこ
とに注意されたい。
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*棒線は欠如を,Rは 日本語がなくロシア語のみ存することを示す。
番号 場 所 G1 G2 G3 M1 M2
1 薩摩 ・南宋国間 R とおし 此間殊ノ外とお し とお し
2 日向 ・硫黄島間 一 ちか し 一
3 対馬 ・長門間 一 一 一 ちか し
4 朝鮮 ・岩見間 殊ノ外二相見得候 とおし
此 間
とお し とおし
5 玄海島 ・出雲間 一 一 一 ちか し 一
6 隠岐島 ・出雲間 ちか し
7 瀬戸内海伊予付近 R 地 方ちかし
一 地 方
ちかし
地 方
ちかし
8 紀伊 ・四国間 殊之外ちかし
一 一 一 一
9 遠州 ・羅刹国間 此 嶋とおし とおし
地 方
とおし
10 遠州 ・伊豆七島間 一 一 此間殊の外ちかし
11 伊豆七島 ・羅刹国間 一 一 一 とお し 一
12 蝦夷ノ近島 ・上総間 とおし とおし 一 かな りとお し
一
13 メナシプロ ・下総間 一 とおし 一 とお し とおし
14 テシオブロ ・奥州間 とおし 一 ちか し とおし
15 松前 ・津軽八方外ノ浜開 R ちかし 一 殊の外ちかし ちか し
16 佐渡ヶ島 ・越中間 一 一 ちか し
17 雁道 ・能登間 此 嶋とふ し とおし
一 此間殊ノ
外とおし とおし
上表 中14がM1とM2・G2で ことなってい る。M1の ミスであろ うか。
以下M1を 中心に対応 の ロシア語 を光 太夫 の原文 の ま ま引 用 して お く。
上表 と対照 され たい。
160Jlb皿opacToslHueoT・bfilloHill,[日本 から大距離]
*G1:BecMaoTnaJleHHo[きわめて遠 し],G2な し。
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2HenaJleKOOT5HIIOHiH,[日本 か ら遠 か ら ず]
36nHCKO[近 い]
4naJleKoMspacToslHiHoTsfilloHin[日本 か ら 遠 距 離]
*G1:0TceroMecTaHHoHcKas{3eMmHBoBpeMslqmcTaroropH30HTa
BllnHO[この 場 所 か ら 水 平 線 が 清 明 の 時 に 日本 の 地 が 見 え る],G2な
し。
56JmcKo
66PHCKO[sic!]
7ceroocTpoBaMo)KHoroBopHTb,KoTopotacToHTsHa川pyro覚cTo-
pO吐[こ の 島 は 反 対 側 に 立 っ て い る と言 え る 。]
*G1:0Hoe61111cKo[対岸 近 し];clleMecToo6cToHTs6nllcKo[この
場 所 は 近 くに あ る。],G2な し。
8す べ て で な し。
9な し。
*GIlcHeBecMaM㏄TooTnaJleHHo[こ の 場 所 は き わ め て 遠 い 。],
G2な し。
106nHCKO
llHenaJleKO,[近し]
*ロ シ ア 語 と 日本 語 に 齪 鱈 。 日 本 語 は9が,ロ シ ア 語 は10が 残 っ た
もの か 。
12BeCbManaJleKO[きわ め て 遠 し]
*G1:cHeMecTooTcToHTbBecManaJleKO[この 場 所 は き わ め て 遠 く
離 れ て い る 。],G2な し。
13AaJleKO
*G2な し。
14HeTamnaneKo[さ ほ ど遠 か ら ず]
*G1・G2な し。
114明 治大 学 教 養 論 集 通 巻328号(2000・1)
156皿HCKO
*G1:6JmcKoeMecTo[近い 場 所]
16す ぺ て で な し。
17naneKo[遠 し]
*G1:0HollocTpoB5BooTnaJleHa[この 島 は 遠 隔 に あ る。],G2な
し。
5M2の 特徴
M2は一見 してG3に似ている。図郭が ともに朱で、海岸線を青でなぞ
る。(津軽八方外ノ浜はG3は他 と同 じく黄色に塗るが,M2は 白のまま。)
国境いは ともに黄色を重ねる。 しか し,M2とG3は①地名の表記法が異な
り,ついで②陸地間の距離を示す注記をG3はまった くもたない,と いう点
で違いをみせている。②は前節の表で明らかであろう。①についていえば,
G3は地名の漢字表記を極力排 し,仮名表記を主 としていること。特に城下
町については片仮名を使 うのが原則 とみてとれる。(〈江戸 ・大坂〉等若干の
例外あ り)。これに対 しM2は こうした特別の方針はな く,M1に とほぼ同
じ表記法である。そ して,す でに述べたごとく,なによりもM2の 最大の
特徴は,③ 大坂湾 と伊勢湾にそれぞれ 〈A>と 〈B>の記号が書き込まれて
いる点である。③の表示は何を意味するのか判然 としない。書き込んだのは
光太夫ではなかろう(上述)。たとえばロシア使節が京をめさす場合の最適
の寄港地をさし示すのであろうか。
いずれにせよ,上 記3点 がM2の 特徴である。そ しておそ らく,M2は
M1を簡易化 した図であり,こ の図にロシア側は使節 を派遣する際を想定
し,京へ至る最適の港を表示 したのではなかろうか。さらに想像をた くまし
くすれば,M2ひ いてはその親図 とも言うべきM1が ロシア中央に保持され
て残ったゆえんは,こ うした事情であったのではなかろうか。
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6光 太夫の文字表記
ここで光太夫の文字に関する態度を軽 くとり上げてみたい。実の処,筆 者
の関心は元来 ここにある。先にG1・G2・G3を含めて光太夫の表記法につ
き検討 したことがあったが,M1・M2についても若干述べる。古来わが国
では地名の表記に関 し元来自由な態度を有 していたわけであるが,しか し光
太夫の場合はそれがいっそう促進されているとみ られるか らである。
は じめに漢字 ・仮名等による表記である。全般的傾向として,用 字法が自
由闊達であると述べねばならない。
例:宝 き[伯者]M1;は ふき國M2
幸ち[高知]M1,M2
岩 うが嶋[硫 黄島]M1;岩 ウが嶋M2
さらに補えば,光 太夫は漢字に仮名 平仮名 ・片仮名さらに万葉仮名
一 を自在に組みあわせ,宛字 も頻繁に用いる。また光太夫独特の書 きぐせ
があって,さ らに俗字や通行体を多用 し,彼一流の くず しや割 り字 もあっ
て,と きに読みに くいことがある。 これらは先に述べたことがあるので例示
.することは控える。すなわちM1・M2に あってもG1・G2・G3と同傾向
にあるとしてよい。
ロシア文字については2つ に分けなければならない。第1は ロシア語 と
しての,第2は 日本語の読みをロシア文字で表示する際の,そ れぞれの用
字法である。
第1に ついては次のことが言える。この場合第4節 で引用 したロシア語
説明文が材料 となる。ここでは綴 りのみならず,ロ シア語全体から言及す
る。
(1)大文字 ・小文字の使いわけが不安定である。
(2)パンクチュエーシ ョンが不安定である。
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(3)誤った綴 りが散見 す る。
(イ)ひどい誤 り。
⇔ ケア リス ミス。脱 落。
◎ 発音的誤 り。
(⇒aKaHbeによる誤 り。
困 動詞変化形の誤 り。 名詞等変 化形 の誤 り。
(4)18世紀の綴 りを温存 す る。
(5)生格 －yを多用す る。
(6)ロシア語 の構文 と して判然 としない。
(1)につ いては第4節 引用文 の 冒頭 をみ られた い。小文 字で始 ま る もの が多
い。 ただ しこれは いわば18世紀 的 といえ,ロ シア人 の文章 にお いて も装飾
性 がまさって いて,今 日の ように大 ・小文字 の書 き方は判然 としな い。(2)も
18世紀 的 とは い えるが,光 太 夫の場合,ピ リオ ドにつ いて は ラクスマ ンあ
た りか ら強 く教授 された ら しく,帰 国後 もロシア文字のあ とには必 ず書 くの
だが,こ こでは文末 に付 されない ことが多い。 それに反 し,ロ シア文字 で読
み を示す場合 には一語なの にその語末 にコン マを付す こ とも多 い。 ここでは
また コンマ とピ リオ ドを混用 す る。 な お,字 体 は18世紀的 なヴ ァ リアソ ト
をほ とん ど用いていない(例 えば ポ のそれな ど)。
(3)の(4)は例 えば次例 であ る。()内 は上述例文 の通 し番 号。距 離に関す
る注の通 し番号については小丸 を付す。[]が 正 しい形。
06b6ne3bSIHbl(7)[06e3bHHbi猿たち]
6PHCKO(6。)[6nll3KO]
一(26)[B㎝ 唖]
第2の 例 は 日本語 の くせが ロ シア語 に影響 を与 えた場合 であ る。 第3の 例
も光太 夫の方言 が影 響 して いる とみ られ る(イ/エ の混同)。同 じく方言に よ
るものは次に問題 とする ロシア文字での読みの場合に も多 くみ られ るところ
であ る。 すなわちサ行 とシ ャ行,ツ ァ行 とチ ャ行の混 同である。
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111apoqHHcKasl(20)[capa-]
qeHHoe(21)[ubHHoe]
pr』3H月eHqie(23)[pe3H丑eHロifi]
同 様 に ま た,次 はo/yの 混 同 に よ る も の で あ ろ う か 。
pocKaro(20)[PYccKaro]
BscblnKo(27)[BbccHMKY]cf.24
同 じ くc/3の 混 同 の 例 。
npH3HnaK)Tb(24)[npHcHnaK)T5]
な おe/bの 混 同 は ロ シ ア 人 で も 日常 で あ っ た か ら,光 太 夫 に 個 有 の も の と
す る こ とは で き な い 。 次 の よ う な 語 中 の －b－も 同 様 だ が(G1も 同 じ く－b－を 欠
く),120で は か え っ て 光 太 夫 は 正 し く<B㏄bMa>と 綴 っ て い る。
B㏄Ma(9。)
次 は 逆 に 一』一を 付 加 した 例 。
UepbKoBb(21)[耳epKoBb]
⇔ の 例 は 次 の 通 り。 単 純 な 脱 落 で あ る 。
CM5(4)[ceMS]
ry6pHifi(15)[ry6epHiH]
◎ の 例 は 次 の 通 りで あ る 。 同 化 に よ る も の,近 似 の 発 音 に よ る も の 等 が 含
ま れ る 。 い わ ば 発 音 的 綴 り と い う べ き も の で あ る 。
nepeBoT㎜(4)[nepeBo八qHKs]
raJlaHUbl(5)[ro皿naHJIIIbl]
npHe⊃KaK)T5(5)[npib3)KaK)Tb]
TaBTy(8)[TaΦTy]
BceKonBcelmlHbl(10)[BcEKOtiBCEIIIHbl]
MYII皿Hbl(12)[MY)K-IHbl/MYIIIIIHbl]
cblJIKY(24);cblJIKo(27)[ccHn-]
BOCIIH(25)[OCIIbl]
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)Kel皿[HHる(27)[xくeHIIIIIH5]
6皿CKO(1。 他)[6πH3KO]
pacToJIHIIe(1。);pacTos{HiH(4。)[paccToEHie;paccTofiHiH]
(⇒はQ9に 含 ま れ る と も 考 え ら れ る が,特 に 立 項 す る 。aKaHbeとは ロ シ ア
語 の 方 言 に お い て,無 ア ク セ ン トのoとaが 中 和 さ れ て,aに 近 づ い て 発 音
さ れ る こ と を い う。 次 例 が そ れ ゆ え の 誤 っ た 綴 り と考 え られ る 。
raJlaHUbl(5)[ronnaH-]
IIIaPoIHHcKafi(20)[capa-]
困 は 次 の 通 り だ が(i)動詞 に 関 す る も の,(ii)形容 詞 に 関 す る もの の 典 型 例 を
か か げ る に と ど め る 。 又,語 幹 に つ い て も 含 め る。
(i)yileTCfi(7)[yqaTC牙]
Ha3BaloT5(7)[Ha3HBaK)T5]
yIlpa)KHaeTc兄(15)[yllpa)KHfleTcfl]
(li)B】ZJIHKII(26)[BeＬIHK□]
60Jlb皿o(10)[6011bmoe]
30110Tblfi,)KeJle3Hblfl(16)[-He]
rocynapcKifi(16)[-ie]
な お 本 項 に 関 して(6)も参 照 せ よ。
(4)は,例え ば 次 の よ う な,接 続 詞 お よ び 前 置 詞 等 を 関 係 す る 後 続 の 語 に つ
づ け て 綴 る 例 で あ る 。(上 記 引 用 で は 離 して 引 用 した)。
yKoToparo(1)[yKoTo-]
BOOHYK}(12)[BOOHYIo]
acyna(27)[acyna]
(5)は次 例 で あ り,い ず れ も 許 容 さ れ る 形 で あ る 。
POCTy(7,bis)
IIBiSTY(8)
(6)に関 し,次 が 典 型 で あ る 。 す な わ ち 光 太 夫 の ロ シ ア 文 は 単 文 を 主 と し て
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お り,時 にこれ を並 置 す る(parataxis)。ただ まれ に関係詞 を用 い た り し
て,従 属構文 をつ くるが,文 法的 関係 が判 然 としない。例 えば1が そ うで
あ る。一方12のように,よ く分 か るもの もあ る。 ロシア語 に大事 な性 ・数
・格の概念は光太夫 にはやや稀薄 であったであろ う。詳述 を避け るが,語 尾
を観 察す るに,正 しい場合 と間違 った場 合 とがあ り,錯 綜 して いるのであ
る。 いず れにせよ,以 上 の ことか らこれ らのロシア語文は光太夫 に属す る と
み なすこ とが できるの である。
さて第2の 問題一 ロシア文字 に よる地 名の表記一 につ き,略 述 した
い。 ここで第一 にあげ るべ きは次の点である。[]内 は通名。
(1)促音 の表記 にTを 用 いる。・
6HTqy[備中]cf.G16H四y,G2Emiry.
ceTlry[摂津]cf.Glmeロy,G2皿elry.
eTqy[越中]cf.GlEqy,G2Eqy-.
ここでは促音 を3例 ともTで 綴 ってお り,他 ではnかTで ゆれていた注17光
太夫 に と り長足 の進歩 と高 く評 価すべ きであ ろう。さ らに例えば〈TaM6a[丹
波]〉の ように唇音 の前のHをMで 綴 る こと(し か しcf.HaH6y[南部])や,
〈BKy・IHSIMa[福地 山]〉の よ うに無声化 した音 の ごと く<フ 〉 を綴 るの は,
光太夫 が 日本語を離れて徐 々にアル ファベ ッ トと発音の関係に習熟 して行 く
様子をつげ るものであ る。
ローマ字 と しての ロシア文字の用字法は,こ れ も詳述を さけ るが,前 の報
告 と同 じと結論づ けて よい注18。ただ光太 夫の方言 や個 人的な くせ に よる綴
りは以下 の ように依然 として存在す る。以下G1と のみ比較 する。
(2)イ/エの混 同。
cHMoqyKH[下野]cf.G1田llMolucn
cHMoHoc㎜[下関]cf.GICHMoHocHKM
caTaKH[佐竹]cf.GlCaTaKll
(3)オ段/ウ段の混同。
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caHOKII[讃岐]cf.GlcaHyKii
TaHry[丹 後]cf.GlTaHKO
MHa30[宮 津]cf.GlMlla3y
mHOfi-Ma[犬山]cf.GlmiOfiMa
T㏄Ho6y-py[テ シ オ ブ ロ]cf.GITHcHBo6ypo
gy3eHb-KoKY[朝鮮 国]cf,GlqoceHb
(4)〈ッ 〉 を ふ つ うayで 綴 る が,し ば しばqy(42)で も 綴 る 。
皿HMOgYKH[下 野]cf.Glmm-(OUKii
MaqyMae[松 前]cf.GlMallyMa[)
PaceqyKoKy[羅刹 国]cf.GIpacellyKoKy
Magyo[松 尾]cf.GIMa耳yo
YIYHoMifl[宇都 宮]cf.GlynyHoMHa
Maqy-e[松 江]cf.GlMairyKa3
qypyoKa[鶴 岡]cf.GluypyoKa
qyrapy[津 軽]cf.Gl!ryKapy
逆 に 〈町 〉(チ ュ)を 〈qy>(ッ)と 綴 る
diyny[府 中]cf.Glxygy
(5)ゼ を ふ つ う3eで 綴 る が,時 に)Ke(ジ ェ)で 綴 る 。
e・IH)KeHb[越前]cf.GlE-1)KHHb
)Ke)Ke[膳所]cf。GInene
ま た 次 の よ う な ロ シ ア 語 ふ う の 表 記 が 散 見 す る こ と も指 摘 し て お く必 要 が あ
る 。
(6)母音連続のうち,第 二母音 〈イ〉を,〈齢 を用いて表記する。(む
ろん<H>で 表記す ることもある。)
KaBaroll[川越]注19
reHKatiHOIII"Ma[玄海ノ島]cf.KaH[甲斐]
(7)母音を脱落 させたロシア語 ふ うの綴 りを用い る。
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B蜘 朋Ma[福 知山]
なお,ロ シア語 自体 の綴 りで もそ うであ ったご と く,〈e>と 〈b>は区別 さ
れず に同 じく<エ 〉 を表記 して いる。 た だ し,〈b>は母音 連続 の第2の 位
置に立 つ ような場合 は用 い られず必 ず子音の う しろに立 って綴 られる。
nbBa[出羽]
KaKtsraBa[掛川]
KO3y曲[上野]
KypyMb[久留米]cf.Magy-e[松江]
以上 のよ うな 日本語 ・ロシア語双方 のロシア文字綴 りの特徴点 か ら,こ れ ら
がロシア人 による ものではな く,日 本人 による もの,す なわ ち光太夫 による
と筆者 は推量 するの である。
7原 図の問題
最近海野一隆氏は光太夫 日本図が依拠 した原図につき,〈っかる八方外の
浜〉 という注記をもとに次の ように述べている注20。すなわち光太夫は,元
禄年間以降の各種節用集,続 く宝暦年間に始まる小型歴史便覧r年代記絵抄』
r年代記新絵抄』のうちどれかの図に従った。ただ し,〈つかる八方〉の 〈八
方〉は節用集の図では大体 〈がつほ う〉 となっているが,r年代記絵抄』は
〈八つほ う〉 と誤 っており,あ るいはこれをも光太夫が所持 していたかも知
れぬ とし,しかも 『年代記絵抄』の図の長門 と筑前の間が陸続きと受け とら
れて も仕方のないような表現 となっており,光太夫が自分の図において本州
と九州を地続きとしたのはこれに災いされた可能性もある,とする。原図の
問題につき,亀井高孝の説から一歩前進 したといえよう。
筆者は目下調査中ゆえ,意見を述べることは慎むべきだが,多 少考えを述
べたい。確かに光太夫は自分の描いた 日本図中に多少の表記の差はあるもの
のG3を のぞき,〈つかる八方外の浜〉の注記を施 している。日本語表記 と
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ロシ ア語 表記 は それ ぞれの図 に おいて 次の よ うで あ る。(棒 線 は無 しを示
す)。
G1:っか る八方外の濱llyKapyxannocoToHoxaMa
G2:ツ カル八 方外 ノはまuyrapyxannocoTyHoxaMa.[ロシア語 注省
略]
G3:
M1:ッ ガル八方外濱gyrapy,axno[sic],coToHo,xaMa[ロシア語注
省略]
M2:ッ カル八方そ との濱
*M1のax皿oはxanoの綴 り順 の誤 り注21。M2の日本語 表記 は他 と
同 じ く縦書 き3行 だ が,他 はす ぺて右 か ら左 に書か れてい るのに
対 し,M2の み左 から右の行 に書かれて いる。
日本語表 記の多少の違 いは ともか く,ロ シア語綴 りか ら光太夫は,〈つか る〉
は 〈ッカル/ッガル〉 と二様に,〈八方〉は 〈ハ ッポー〉 と,〈外の浜〉は 〈ソ
トノハマ〉 と一様 に読んでいる とみ られる。
〈つか る八方外 の浜〉は普通 〈津軽金 浦外浜〉 と書 き 〈ツ ガル ガ ッポウ ソ
トガハマ〉あるいは 〈ツガルガ ッポウソ トノハマ〉と訓 ずるよ うであ る。〈金
浦〉は早 くか らおそ ら くは変体 仮名の 〈か〉 と仮 名の 〈ハ〉の相似に よる誤
読 と誤刻 か らか,〈八方〉 と誤伝 された。 た とえば,節 用 集の 日本 図に密接
に関係 する と考 え られ る 『大 日本國之 図』注22(明和 頃成 立か)に は,〈つ か
るハつほ ふそ とかは ま〉 とある。 節用集中 〈合浦 〉の 〈かつ/がつ〉 を 〈ハ
つ〉 とす る図があ るのではなかろ うか。
さて,こ の注は一体何であろ うか。 これ らは地 名を重ねあわせた文句 であ
り,M1に 光太夫 がロシア文字 で表記 す る際の コンマは,あ るいはこ うした
語 源意識 を反 映す るのか もしれない。 しか し,外 浜にまつわ る〈う とう伝説〉
はさてお き,魔 界島 とも ども外 浜が都 を遠 く離れた土地をさ し示 し,異 郷 を
示 したわけ で,〈津 軽合浦外浜〉は辟遠 かつ広大の地 をた とえ る俗諺で あ っ
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た。G2のロシア語 〈nycTaslnemaHE【aflcTpaHa[何もない砂の国]〉あるい
はM1の 〈Be皿IKHlleCOKb[広大な砂地]〉は,光 太夫がこの注を単純に地
名の重な りとはみていず,当 時の常識にそって,俗 諺として知った上で説明
を加えたと考えられる。元来,原 図中にあって,羅刹国や雁道に付される注
と同 じく,これらはこの土地に対する説明の注であり,それがたまたま俗諺
であったわけであ り,光太夫は正 しくこれを読みとっている。ただ,光太夫
は東国の地名にな じみがうすかったようであ り,自分の日本図においても,
しば しば誤記や誤読を行なっている点もないが しろにできないであろう。例
えば 〈烏山〉を 〈鳥山〉(G3は〈トリ山〉 と表記)と 誤まり,〈トリヤマ〉
のごとくロシア文字でG1・G2・M1は示 している。〈古河〉 も同様で,ま
ず 〈古川〉と異表記 し,ついで 〈フルカワ〉と後者にひかれてロシア語で読
んで しまっている(G1・G2・M2)。このようなことから,光太夫が原図自
体に書かれている 〈ハつ〉を 〈ハつ〉とそのまま踏襲 して自分の日本図に書
き入れたのか,あ るいは原図では変体仮名で正 しく書かれた 〈かつ〉を見誤
って 〈ハつ〉と読んで しまい,自 分の図にそう写 した一 そ しておそらく原
図の日本図は小型であった一 かは,筆者にはにわかに決めがたいような気
がしてならない。 しか しながら,やはり 〈つかるハつほう外の濱〉と 〈ハ〉
と 〈の〉 を含む注記 をもつ原図 を光太夫遭 難時 以前 すなわち天 明2年
(1782)以前の出版物申に模索することを,こ の場合第一 しなければならな
い。そして光太夫が節用集を2冊 もっていたことも心にとめておかなけれ
ばならないだろう。いっそうの究明を要するのである注23。
8ま と め
G1・G2・G3にっき,か つて筆者は異文化の一資料 としてロシア側がと
らえたのではないかと書いた。日本北辺に未知の部分があったにせよ,当時
の地理学の水準に照らせば,光 太夫図が実際の日本を描いているとは言いが
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たい とロシア側はみたであろう。M1・M2はこれらの点を十分 に承知 しな
がらも,日本人漂流民光太夫自身によって描かれた日本図として尊重され,
かつ少しでも実際的知識を図中に盛 りこんだ図ではなかったか。すなわち,
G1・G2・G3とM1・M2は図 としては同図であるが,本 国人によって描か
れかつもたらされた情報を含む,実 際的な地図として保存されたのではない
のであろうか。M2はM1と 関連を有 し,いわば略図で,都 への接近が利便
である港湾 を2ヶ 所表示 している。おそらくロシア側のだれかが書き込ん
だのであろう。ただ,M1・M2と もに実際に何らかの形で用いられたのか
否か,今 の処は知 らない。
光太夫の描いた日本図5枚 は,1枚 中最大223ヶ所の地名を有する。その
位置 と地名の同定はほぼ半ば終えているが,そ の当否の検討,ま たさらに原
図の問題については,稿 を改めなければならない。
〔謝辞〕写真1・2は根室市博物館開設準備室の川上淳氏および根室市教育
委員会 より,写真3・4・5はゲッチソゲン大学図書館より各 々許可を得て
掲載 した。また秋月俊幸氏および筑波大学図書館の篠塚富士男氏からは資料
につきご教示を得た。記 して謝意を表する次第です。
N.B.ThaksareduetoDr.HelmutRohhing,Ms.BarbelM皿dand
NiedersachsischeStaats-undUniversitatsbibliothekG6ttingenforpemlis-
siontopublishthephotographs.
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写真1M1 GeneralMapofJapan,byKodayu,1791.Φ.451,0n.1,八eno19,
JI.1,UrBHaCCCP.
写真2M2 GeneralMapofJapan,byKodayu,1791.Φ.451,0n.1,八enoIS,
J1.1,UrBHacccp.
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注
1北 海道新聞1999年2月6日夕刊および東京新聞1999年2月7日朝刊の記事を見
よ。また発見の経緯等については次を見よ:川上淳 〈ロシア軍事歴史古文書館から
発見された大黒屋光太夫筆 日本図二枚〉ナウカ 「窓」110号,1999年10月。
2奥 平武彦 〈ギヨッチソゲソ大学図書館の日露支関係文書〉満鉄各図書館報 「書香」
45号,昭和7年12月。
3例 えば亀井高孝の次に付された解説を見よ:r北桂聞賭』昭和12年 三秀舎。な
おこれについては第1刷,同 再版にのせる解説中にのみ言及する。
4在 ゲッチソゲンの3図 については次を見よ:岩井憲幸 〈ゲッチンゲン大学蔵大黒
屋光太夫筆 日本図について一 書誌学的 ・文献学的一研究一 〉「明治大学教養論
集」269号,1994年12月。
5在 モスクワの2図 のおおよそについては上掲注1の 文および次を見よ:岩井憲幸
〈光太夫の署名一 ロシア軍事歴史古文書館所蔵光太夫筆 日本地図発見によせて
一 〉「地域史研究 はこだて」30号,函館市史編さん室,1999年10月。
6注1を 見よ。
7G2・G3お よびM1・M2の 計4図 が1791年3月に作製されていることになる。
8こ の地名にかかわる問題については後述(第7節)。
9ラ テン文字大文字の 〈N>。ただ し光太夫はロシア文字<H>を 〈N>のようにも
書 くが,こ こでは形状を問題 とするから,あえてこのように呼んでおく。
10光 太夫は天明11年がすでに寛政に改元されて同3年 であることを知らなかった。
なお,原 本において く拾〉の字は木偏,〈壼〉の字はばらけて書かれている。また
印穎につき 〈印を模写 して手書 きで描かれているように見える。〉という。判定は
原本で行なうべきだが,た しかに形が乱れているが,一 度捺 した印をなぞった可能
性もありうる。
11花 押については注5拙 論を見よ。
12こ こでいうロシア人等は広い意味である。そこにあった ドイツ系ロシア人あるい
は ドイツ人等をも含む。
13注4拙 論。
141露 里の露里がnyTeBaHBepcTaであれば1.08km,Me)KeBasiBepcTaであれば2.16
㎞ 。ただ し江戸 ・府中間は約44里ゆえ,日 本の里をBePCTaとみたてたものか。
15第7節 参照。
16例 えば,雁 道や羅刹国に付された記事を見よ。
17こ の問題については注4の 拙論および次を見よ:岩井憲幸 〈大黒屋光太夫書蹟資
料の語学的側面〉「明治大学人文科学研究所紀要」第40冊,1996年。
18前 注の2拙 論を見よ。なお長音にっいて特別の表記を有さない。
19は じめ 〈カワゴエ〉 と 〈オエ〉の 〈エ〉が くイ〉となり,ついで 〈オイ〉の 〈イ〉
が二重母音的表記をなす。
20海 野一隆 『地図に見る日本』(大修館書店,1999年)P.145.
21原 図においては漢字 ・仮名は縦書きで,か っ行をなす場合は右から書かれる。 ま
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たロシア文字は横書きされている。よってケア リスミスによる 〈xa>→〈ax>の誤 り
であろう。
22薩 田文庫本による。
23調 査の途上であるが,『年代記絵抄』等につき一言 してお く。同書の旧東京教育
大本及び刈谷図書館本には 「日本図」がない。また東京大学史料編纂所所蔵 『増補
年代記絵抄』(元禄5年 版)も 「日本図」なし。早稲田大学図書館所蔵 『年代記大
絵抄』 も 「日本図」をもたない。旧東京教育大学本 『年代記新絵抄』(刊年不明,
ただ し題姦に 〈享保二年丁酉改正〉の角書 きあ り。出雲寺蔵版。)は 「日本図」を
もつ。〈日本国之絵図〉を題するこの図中,や や不鮮明であるが問題の地名の途中
は 〈かつほう〉と読める。
(いわい ・の りゆき 文学部教授)
